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山口亮太．『妖術と共にあること―カメ

ルーンの農耕民バクウェレの民族誌』明

石書店，2022年，258 p．

近藤英俊 *

広くアフリカにおいて，妖術使いであるこ

とを疑われるのは，しばしば親密な間柄にあ

る者である．ひとつの屋敷の中で妖術使いと

暮らすのは珍しいことではない．愛する相手

が自分の命を脅かしかねない存在ということ

もある．外部の研究者にとってこの点を理解

するのは容易ではない．そのためには，妖術

使いの主体性，自己や人格といったものにつ

いて深く吟味する必要があろう．本書はカメ

ルーンのバクウェレの人々の民族誌的研究を

とおし，まさにこの課題に取り組んでいる．

本書は以下の構成をとっている．第 1章

「『妖術＝呪い』を解きほぐす」，第 2章「熱

帯林に住むバクウェレ」，第 3章「エリエー

ブを持つ者の身体―その獲得と操作」，第 4

章「病と自己の語り方」，第 5章「誰が道路

を止めたのか―道路修復工事にみるエリエー

ブと発展」，第 6章「ヒトと動物の連環」，

第 7章「エリエーブと共にあること」．

第 1章は，2人のバクウェレの若者のお気

楽な妖術を巡る会話から始まる．著者を前に

して一方が他方が空を飛べるというと，他方

がそれを認めるというものだが，冗談かと思

いきや，彼らは本当にそう思っている．これ

 * 関西外国語大学外国語学部

まで妖術研究は，人を攻撃し食べるといった

「恐ろしげな」ものとして捉えてきた．これ

にはエヴァンズ＝プリチャードの研究の影響

が多分にある．エヴァンズ＝プリチャード

は，妖術を，不運を説明する「不運という状

況の関数」，並びに対立や不和など人間関係

上の問題に起因する「人間関係の関数」とし

て理解した．本書の第一の課題は，これらの

文脈から妖術研究を解放することにある．本

書の第二の課題は，妖術使いの主体や自己に

ついて理解を深めることにある．本書は妖術

使いを，妖術のサブスタンス，バクウェレが

エリエーブと呼ぶものと，それを持つ者との

二重性において理解する必要性を説く．そし

て第三の課題は，妖術が人間以外の存在とも

関わっていること，すなわちエリエーブが人

間と動物を往還する壮大なコスモロジーにつ

いて明らかにすることにある．

第 2章では，調査の経緯や調査地までの

道のりが紀行文風に描かれている．バクウェ

レはカメルーン東南部とコンゴ共和国北部の

熱帯雨林地帯に住むバントゥー系の農耕民で

ある．調査地のバクウェレはジャーコとエセ

ルという 2つのグループに分かれる．両者

は共存してきたが道路の建設を巡って軋轢を

抱えている．バクウェレにとって最も基本的

な社会は，父系親族ンビャクである．ここで

本章は個人名に関し，ンビャクの祖父母の世

代の人物の名前を付ける慣習に注目する．個

人は名前を先人と共有する．いいかえれば個

人名は他者性を帯びている．

第 3章はエリエーブを持つ者の特徴を吟

味する．エリエーブを持つ者の大半は，生後
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間もなく他人のエリエーブが感染している．

誰から感染したのかわからない．それは腹部

に収まり，追い出すことはできないが，その

一方で持ち主の身体を離れ彷徨うこともあ

る．エリエーブ同士が遭遇すると争いになる

という．エリエーブは，特定の状況では必ず

特定の行動をとるよう持ち主に強いる．車を

買おうと貯金すると，いつも酒と女に溺れ文

無しになってしまうのは，エリエーブの仕業

である．このとき持ち主は行為の主体という

地位を剥奪されている．エリエーブは他人か

らもらい，なおかつ持ち主に命令するという

意味で，持ち主に二重の他者性を与えてい

る．エリエーブの持ち主は，不思議な力や身

体能力を授かっているとみなされる．「エリ

エーブを持つことでその人物がアクセスでき

る世界は拡張される」（p. 90）．エリエーブ

が活動する世界は不可視の世界である．エリ

エーブがもし見えたら，あるいはその呼びか

けに応じたなら，殺されるといわれている．

また，エリエーブの持ち主は嫉妬深く，ケチ

で人嫌いであるともいわれる．しかし新生児

は常にエリエーブに感染する可能性があり，

潜在的には誰もがエリエーブの持ち主であ

る．バクウェレは「エリエーブと共にある」．

第 4章は 5章とともに本書の中核を成す．

病が一般に知られた経過を辿らない場合，つ

まり「出来事の推移の異常性」がある場合，

バクウェレは原因として妖術を疑う．人々は

妖術について語るのだが，本研究が興味深い

のは，妖術の語りが語り手の間で一様ではな

い事実を捉えている点にある．妖術経験は誰

も認めるようなひとつの物語に収束しない．

複数の物語が調停されず宙づりのままにな

る．それはまた当事者の自己の複数化の過程

でもあるという．本章では 3つの事例を詳

細に報告している．

ひとつ目は 30代の足が動かない女性の事

例である．このケースでは，原因に関する見

解が，治療を受けた教会，呪医そして当時者

の間で食い違っている．それは彼女が何者で

あるかという，彼女の自己に関する見解の相

違でもある．2つ目は，長期間倦怠感と腹痛

を患った後，亡くなってしまった知人のケー

スである．このケースにおいても，原因を

巡って人々が着目する出来事は多様であり，

妖術の物語は共通項があるとはいえ錯綜して

いる．3つ目は，不可解な出火によって火傷

を負った知人のケースである．このケースに

おいて当事者は占いをとおし自らのエリエー

ブ，そのエリエーブを持つ自分，さらに周囲

のエリエーブを持つ者たちと向き合うことに

なる．このように妖術の物語が複数化するこ

とを，本章では複数の医療資源に応じた解釈

や，症状の推移と関連づけているが，人々の

対立を含む関係が彼らの観点に影響を及ぼす

点も無視できない．「人間関係の関数」を完

全に否定する必要はないだろう．

第 5章は，複数の妖術の物語が集会の席

上，参加者のやり取りの中で顕わになってい

く過程を辿った貴重な記録である．開発の遅

れたバクウェレ地域だが，外国企業が伐採し

た木材を運搬するために道路を建設，一度は

ドンゴ村まで道路が完成した．ところが伐採

会社の倒産などから道路は未整備のまま放っ

ておかれた．ようやく道路修復工事が始まる
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も，重機が故障し，カントン長のいるアジャ

ラ村より先の工事が中断してしまう．しかし

人々は道路工事とその中断をエリエーブと結

びつけて語る．集会は工事の中断がババルと

いう人物のエリエーブによるものという噂を

受けて開かれた．ところが集会をつうじ，4

つのエリエーブの物語が顕わになる．紙幅の

関係から個々の物語の内容は割愛する．興味

深いのは，一連のやり取りにおいて参加者が

エリエーブを公共性に資するものとしても

語っている点である．本章はエリエーブを身

体的性と道具性の観点からの分析を試みる

が，これについては最後に検討する．

第 6章はエリエーブと人間以外の存在との

関わりについて探っていく．そこで見出され

るのは「人間と動物の個体の生命の長さを越

えてつながる巨大なライフサイクル」

（p. 198）であり，「その中をエリエーブが

巡っている」ことである．バクウェレと動物

の関わりは物理的関係にとどまらない．人，

動物，それにエリエーブを加えた 3者の間に

は宗教的な関わりもある．父系親族ンビャク

には親族ごとのトーテム的な動物が存在し，

親族のメンバーはその動物を食べることが禁

じられている．エリエーブは人の死後，動物

に転生することがあり，森の中には人間のエ

リエーブが転生した動物がいると信じられて

いる．したがってエリエーブは誕生して間も

なく他人から感染し，死とともに動物に転生

する．一方人格は父系親族に沿って一世代お

きに同じ名前を持つ人物に受け継がれると同

時に，エリエーブをとおし動物に受け継がれ

る．人格はこの二重の意味において転生する．

第 7章はこれまでの議論を振り返ったう

えで，自己や人格の複数性という視点の汎用

性について示唆する．

本書が妖術に関する新たな研究領域を開拓

しようとしている点は大いに評価したい．今

後の課題は，エリエーブとそれを持つ者の二

重の主体性，エリエーブを巡る語りの複数

化，人，エリエーブ，動物の転生のコスモロ

ジーが，相互にどのように連関しているのか

を明らかにすることだろう．この点に関連し

て，最後に少しばかり整理すべき点を指摘し

たい．

5章において，エリエーブがさまざまな出

来事に結びつく究極の原因は，エリエーブの

身体性と道具性の往還に求められている．し

かしこの議論は少々わかりづらい．身体性と

道具性については，眼鏡を例に巧みに説明さ

れている．眼鏡はものをよく見るという通常

の使用においては，その所作が習慣化されて

いて身体の一部のようになっている．これに

対しつるの部分で頭を掻くなど，普段使いか

ら逸脱する際は，意識的意図的に使用者は眼

鏡に臨むことになる．前者が眼鏡の身体性で

あり，後者が道具性である．眼鏡の使用はと

きに身体性と道具性を往還する．ところが眼

鏡の場合，語りをとおしてさまざまな出来事

に結びつくようなことはまず起きないだろ

う．それではエリエーブは，なぜかくも多様

な出来事と結びつき，物語を複数化するのだ

ろうか．身体性と道具性の往還というだけで

は説明がつかない．

エリエーブの身体性といったとき，身体の

一部として普段は気づかないことを単に指し
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ているのであって，眼鏡にあるような独自の

身体化した所作があることは想定されていな

い．問題はエリエーブについて語られその道

具性が顕わになるのは，エリエーブ自体の身

体性からの逸脱ではない点にある．それは何

か特定の常識化し身体化した事象からの逸脱

である必要は一切ない．普段は強く意識する

こともない当たり前の事象であれば何であれ，

そこからの逸脱は不可解であり，十分エリ

エーブを想起しうる．エリエーブがさまざま

な出来事と結びつくのは，これらの出来事が、

そうある必然性を欠いた不可解な偶然的事態

であり，必然的事象の裏面としてこの世界に

遍在することに由来するのではなかろうか．

粕谷祐子編．『アジアの脱植民地化と体

制変動―民主制と独裁の歴史的起源』白

水社，2022年，510 p．

水谷　智 *

今日我々は，「国民国家」が人類社会の基

本的な構成単位であることが当たり前の世界

に生きている．しかし，わずか 70年ほど前

まで，地球上の多くの人々は主権をもたない

従属的な立場におかれていた．20世紀のア

ジア地域においては，みずからが他民族を支

配する側にまわった日本を除けば，そのほぼ

すべてが植民地化の対象になった．外国勢力

からの「独立」「解放」をへてこの地域に多

くの「国民国家」が生まれたのは，主に第二

次大戦以降であり，それからまだ 1世紀も

経過していない．こうした国々のあり方を考

えるにあたって，植民地主義と脱植民地化の

双方の歴史を考えることはいまだに極めて重

要である．

だが，アジアという地域の全体について研

究をおこなうことは容易ではない．まず，こ

の地域は，言語・宗教・文化の面で極めて多

様である．そして，オランダ，イギリス，フ

ランス，アメリカ，日本など，さまざまな

「国民国家」がそこで競うように植民地化を

展開したことがさらにその多様性を複雑なも

のにした．この地域でどのような支配がおこ

なわれ，またそれにたいしてどのような抵抗

運動が展開されたかについて，ひとりの研究

者が詳細な実証研究をおこなうことはできな

い．本書は，編著者である粕谷祐子氏のリー

ダーシップのもとに，アジア各国の政治（史）

を専門とする第一線の研究者が参集しておこ

なわれた共同研究の成果である．研究対象と

しているのは，東・東南・南アジアに位置し

ている 17の国々である．

現代においては一見バラバラで多様にみえ

るこうした国々の共通の歴史経験として植民

地主義への抵抗とそれをとおした国家建設に

着眼しているのが本書の特色である．本書で

は，第二次世界大戦後から 1950年代までが

脱植民地化の時期として研究対象に設定され

ている．粕谷氏によれば，この時期こそが歴

史上の「重大な岐路」（critical juncture）と

して重要である．すなわち，「『脱植民地化』

の時点を分析することは，アジア政治を体系

的に理解するうえで重要かつ効果的な視角だ

というのが本書の立場である」（pp. 26–27）．* 同志社大学グローバル地域文化学部
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ただし，共通経験だけですべてが語られうる

わけではない．むしろ本書が重要視するの

は，なぜ植民地支配とそれへの抵抗という同

じ経験から解放後の政治体制に違いが生まれ

たのか，という問いである．現代政治学的に

みたときのアジアのひとつの特徴は，選挙を

とおして政治的代表を選ぶ「民主制」と，個

人崇拝，一党制，王政などにもとづく「独

裁」という対照的な体制が同じ地域に混在し

ているということである．この理由を明らか

にすることこそが本書の目的である．

こうした趣旨については，粕谷氏が「はじ

めに」および「序章 アジアの政治体制形成

論」で詳細に論じている．本論は，2部構成

になっている．前半は，「第Ⅰ部 民主制の起

源」として，第 1～ 8章が含まれる．ここ

でとりあげられるアジアの国々は，上述の政

治学的な意味での「民主制」がとられてきた

とみなされる国々である．日本（アメリカの

軍事占領から独立）を清水唯一朗氏，インド

ネシアを川村晃一氏，マレーシアを中村正志

氏，フィリピンを高木佑輔氏，ビルマを中西

嘉宏氏，ラオスを山田紀彦氏，インドおよび

パキスタンを中溝和弥氏，スリランカを近藤

則夫氏がそれぞれ論じている．選挙がおこな

われない「独裁」のかたちをとることになっ

た国々は，「第Ⅱ部 独裁の起源」で論じられ

る（第 9～ 15章）．韓国について磯崎典世

氏，北朝鮮について礒﨑敦仁氏，台湾につい

て松本充豊氏，中国について加茂具樹氏，タ

イについて高橋勝幸氏，ベトナムについて石

塚二葉氏，カンボジアについて山田裕史氏が

それぞれ論じている．

共同研究における理論的議論をふまえ，全

体をとおして各章の論者が重要視するのが，

植民地期末における政治の「制度」と「運

動」というふたつの要素である．ひとつめの

「制度」とは，植民地支配下の政治制度を指

す．特に重要なのは，帝国が現地の被支配社

会の人々にたいし，どの程度，いかに政治参

加を認めていたかという点である．もうひと

つの要素としての「運動」は，解放（独立）

に向けた抵抗運動を指す．とりわけ，先頭に

たった人々のあいだの指導権争いや，運動の

性質（たとえば穏健・漸進的なものか，ある

いは急進・武力的なものか，等）が重要にな

る．本書は，このふたつの要素が，植民地期

以降に成立したそれぞれの国の政治体制に

もっとも大きな影響をあたえたということ

を，説得的に示すことに見事に成功している

といえる．

粕谷氏によれば，本書が想定する主な読者

層は，「アジア政治体制変動，植民地支配に

関する研究者，そして，アジア近現代史を総

合的に理解したい一般読者である」（p. 10）．

この文章を書いている評者は，イギリスの 

インド支配の歴史および「間 –帝国史」

（transimperial history）に取り組んでおり，

上記の分類では「植民地支配に関する研究

者」に該当するが，本書を読むことで多くの

知見をえることができたと感じている．植民

地主義を専門とする歴史家は，その「典型」

を求めて帝国の最盛期を研究対象とする傾向

がある．その結果，終焉期にあたる脱植民地

期が後景に退きがちである．英領インドに関

する評者自身のこれまでの研究をふりかえっ
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ても，やはり 19世紀のヴィクトリア朝時代

を重視しており，脱植民地期の重要性に気づ

きはじめたのはごく最近にすぎない．本書の

中溝論文が示すとおり，インドではイギリス

支配への抵抗運動を主導した現地社会のエ

リートたちは多元的な諸集団を形成した．宗

主国にたいして抵抗することで一致していた

としても，その理念や方法，さらには独立後

のビジョンについては，互いに鋭く対立し

た．脱植民地化は，宗教やイデオロギーをめ

ぐって被支配社会の内部にしばしば対立と分

断を引き起こした．この点に関して，さまざ

まな帝国の植民地的文脈について比較しなが

ら確認できたことは大いに勉強になった．本

書の執筆者の多くは政治学者として現代を専

門としているが，各章において植民地主義に

関する歴史学研究との深いレベルでの対話が

実現されている．本書は一義的には脱植民地

期を扱いつつも，必要に応じてそれ以前の時

代にさかのぼりながら植民地史との接続を試

みたものとして，高く評価できる．

本書が優れているもうひとつの点は，それ

が極めて厳密に条件づけられた比較研究であ

るということである．アジアにおける脱植民

地化のプロセスは多様な文脈のそれぞれにお

いて非常に複雑であり，ひとりの研究者が単

独ですべてを調べあげたうえで比較しつつ全

体像を示すことは物理的に不可能である．一

方，各国の専門家が参集する共同研究の場

合，たとえ各論が充実していても，全体とし

て趣旨がはっきりしないものも多い．その

点，本書は共著の論集としては，各論者によ

る全体の趣旨への意識が非常にたかい．本書

が優れている点は，政治学の諸概念を駆使

し，比較のための軸をしっかりと設定して検

証し，その結果を検討していることである．

たとえ予想どおりにいかない場合もそれを再

検討し，理由を明らかにすることで，議論の

深化がはかられている．

ただ，比較研究には対象となる集団の相互

の関係性がみえにくくなるという限界もあ

る．現在評者は，複数の帝国間の同時代的関

係性を主題化する「間 –帝国史」の観点から

脱植民地化の歴史研究に取り組んでいる．そ

こで特に重要になってくるのが，それぞれ異

なった文脈で独立をめざす人々のあいだの越

境的な「連帯」である．上述したとおり，本

書は比較研究としては特に優れている．だだ

し，まさにそれゆえに，その対象となったさ

まざまな被支配国のあいだの関係性
0 0 0

について

は逆にほとんど言及がない．本書でとりあげ

られる多くの国々は 1947年のアジア関係会

議（Asia Relations Conference）や，1955年

のアジア・アフリカ会議（いわゆるバンドン

会議）の参加国であった．非同盟主義につら

なるこうした連帯の動きは理念としての脱植

民地化を理解するうえで重要だと思われる

が，本書で示された各国における動きとこれ

をどのように結びつけて考えればよいのだろ

うか．

もうひとつ若干気になるのは，アジア各国

の現代の政情にたいする歴史的要因を考える

にあたって，本書では冷戦が体系的に論じら

れていないことである．脱植民地化に関して

は，「現在まで繰り返し起こっている民主制

の不安定化に対する理解を促す」もの，ま
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た，「民主主義の不安定化において異なるパ

ターンが生じている遠因」としてその現代へ

の影響が強調される（pp. 8–9）．一方，冷戦

に関しては，「本書では十分に検討できな

かった課題」のひとつとして残された，と説

明されるにとどまっている（p. 50）．ないも

のねだりになってしまうのを承知であえてい

えば，現代世界への影響に関する限り，冷戦

下における大国の外交政策の影響はやはり分

析から外せない要因なのではないだろうか．

戦後にあらたな覇権国家として台頭したアメ

リカは，「反共」の目的のためにアジアのい

くつかの国々の政治に非常に深く関与した．

J.K.ワトソンによる近年の研究［Watson 

2021］が示すとおり，インドネシアや韓国

等でみられた「左翼」や民主主義にたいする

体制側からの弾圧は，冷戦下におけるアメリ

カの存在をぬきに考えることはできないので

はないか．

引 用 文 献

Watson, Jini Kim. 2021. Cold War Reckonings: 

A u t h o r i t a r i a n i s m  a n d  t h e  G e n r e s  o f 

Deco lon i za t ion .  New York :  Fordham 

University Press.

小田なら．『〈伝統医学〉が創られるとき

―ベトナム医療政策史』京都大学学術出

版会，2022年，316 p．

梅村絢美 *

本書は，ベトナムの伝統医療が，植民地期

を経て独立・南北分断・統一という歴史の過

程でさまざまな権力作用やポリティクスに晒

されながら制度化されていく過程を明らかに

するとともに，こうした制度化がその担い手

たちにとってどのような意味をもつものとし

て経験されたかを検討するものである．著者

によると，「ベトナムの伝統医学は，中国医

学とのからみあい，西洋医学との競合，政治

権力と草の根の人々とのせめぎあい，国家権

力同士の衝突，国内統合のための象徴・名分

などにされることを通じて新たなものとして

形成されてきた」（p. 7）という．本書では，

ベトナムの伝統医学において伝統とされる事

象が，それを取り巻く権力・地域・社会背景

といった複合的な要因によって定義や意味付

けが創出されていくダイナミックな過程とと

もに，それが置かれる文脈に応じて丹念に検

討されている．本書では，仏領インドシナ期

以降のベトナムにおける伝統医療の制度化に

ついて，①仏領インドシナ期，②南北分断期

の北ベトナム，③南北分断期の南ベトナム，

④旧北ベトナムの政策を引き継いだ統一以降

ドイモイ前までの時期の 4つの時期・地域

に分けて分析される．

本書は，序章・終章と 5章を合わせた全 7

章および 2つのコラムから構成されている．

序章「伝統医療はいかにして『伝統医学』

となったか」では，ベトナムにおける伝統医

学の位置付けとナショナル・アイデンティ

ティの関係について，歴史的な過程を追いな

がら検討するという本書の視座とともに説明

される．

第 1章「触媒としての西洋医学―フラン * 名古屋大学医学系研究科総合医学教育センター
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ス植民地期」では，ベトナムに西洋医学が導

入された阮朝末期から仏領インドシナ期を中

心に，植民地政府による現地社会の医療への

介入について，出産への医療化や西洋医学と

対峙する概念としての「東医」の創出，そし

て伝統薬の収集といった事例を取り上げなが

ら検討される．

第 2章「西医が主導する『東医』の制度

化と実践―ベトナム民主共和国（北ベトナ

ム）」では，フランスと日本の植民地統治か

らの独立後，南北分断期のベトナム民主共和

国（北ベトナム）による伝統医学の組織的な

研究・諸制度の整備過程が，明らかにされ

る．そこでは，「われわれの薬」としてのベ

トナム独自の「科学的・民族的・大衆的」な

医学を築くという目的のもと，「北薬」「東

薬」「西薬」といった伝統医学の位置付けや

正当性・権威を示す語彙や概念が整理されて

いく過程が述べられている．

第 3章「『東医』『西医』の競合と混交―

ベトナム共和国（南ベトナム）」では，南北

分断期のベトナム共和国（南ベトナム）にお

ける伝統医学の制度化について，「西医」と

「東医」が，その担い手の国籍を含む諸制度

によって厳格に区別・管理されていく過程が

紹介される．

第 4章「再編制される『伝統医学』―南

北統一以後」では，南北統一後のベトナムに

おいて伝統医学が再編成されていく過程が，

「民族医学」という名称の誕生に着目して分

析される．そこでは，南北分断期において，

「東医」と名指されていた伝統医学が，「民族

医薬」「民族医学」という呼称に置き換えら

れていく過程が検討される．

第 5章「『伝統医学』教育と医師養成―理

論化の困難と創造される実践」では，伝統医

学の制度化の柱となる専門医養成の現況と，

教育を支える医療資源との関係について，中

部フエにおける北薬の位置付けの変遷に注目

しながら，その担い手たちの実践とともに明

らかにされる．

終章「『伝統医学』の制度化―伸縮する境

界による囲い込み」では，植民地統治から独

立・南北分断・統一という激動の歴史のなか

でその境界を変容させながら生き抜いてきた

伝統医学とその制度化の過程を，その担い手

たちの経験とともに明らかにしたうえで，

「伝統医学」から見えてくるベトナムという

国家の形成過程が検討される．

以上が，本書の概要である．植民地経験や

中国からの影響，共産主義政権やアメリカと

の戦争など，激動の時代に晒され続けてきた

ベトナムという国家において，「伝統医学」

の位置付けやその制度化を論じることの苦労

は想像に難くない．本書は，現地語で書かれ

た文献資料に加えて現地でのフィールドワー

クにもとづき丹念に検討したふたつとない貴

重な研究であるといえる．

伝統医学研究における本書の意義に敬意を

表しつつ，簡単ではあるが，以下に 2点ほ

どコメントを述べさせていただきたい．

ひとつ目は，本書が対象とする時代の人び

との暮らしや健康をめぐる背景についての記

述である．本書は，ベトナムにおける医療・

医学を対象にしたものであるが，社会におけ

る医療のもつ主要な意義が人びとの「疾病」
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の「治療」や「健康」の維持・増進であるこ

とを踏まえると，本書が対象とする激動の時

代のベトナムの人びとの暮らしや生活習慣等

がどのように変容していき，そのなかで「健

康」や「疾病」がどのようなものであったか

について踏まえたうえで検討する必要があっ

たのではないだろうか．これらが明らかにさ

れることで，ベトナムにおける「伝統医学」

の意義や，それが制度化されていく必然性を

より深く理解することができるだろう．医療

の制度化は，政治経済的な変化に加えて，し

ばしば人びとの生活変容や疾病の流行によっ

てもその必然性が顕となる．とりわけ，未知

の感染症のパンデミックに人びとの暮らしが

晒され社会が大きく変容しつつある今日にお

いてはなおのこと，医療の制度化と疾病との

関係性について丹念に検討する必要があるだ

ろう．

ふたつ目は，伝統医療で使用される薬剤資

源とその知的資源の所在をめぐる問題であ

る．ベトナムに限らず，伝統医療の制度化を

めぐりしばしば顕在化するのが，原薬を含む

薬剤資源およびそれに関する知識の所有をめ

ぐる政治経済的な軋轢である．とりわけ，

20世紀以降の国家主導の伝統医療の制度化

について議論するのであれば，避けてとおる

ことのできない問題だろうが，本書では，こ

れらについての言及がほとんどない．ナショ

ナリズムの拠り所としてベトナム独自の文化

としての「われわれの医療」が希求されてい

くことと同時に，グローバル経済のなかでの

伝統医療資源の価値とそれに対する制度化に

ついての検討がなされることで，ベトナムの

伝統医療について，対旧植民地宗主国，対中

国，対アメリカといった限られた関係性にと

どまることなくより広い視点で検討すること

ができるのではないかと考えられる．

世界中がパンデミックに巻き込まれた歴史

的な転換期を経て，人びとの暮らしや健康，

医療がもつ社会にとっての意義が劇的に変容

する今日，伝統医療研究は今後も検討すべき

課題が山積している．本書で示されたベトナ

ムの伝統医療の制度化の研究は，新たな頁と

ともに更なる展開が大いに期待されるもので

あろう．

高田　明．『狩猟採集社会の子育て論―

クン・サンの子どもの社会化と養育行

動』京都大学学術出版会，2022年，

288 p．

大塲麻代 *

本書は，『生態人類学は挑む』シリーズ全

16巻のうちの第 8巻である．著者は，（ポス

ト）狩猟採集社会の子育てに関するこれまで

の先行研究を概括し，約四半世紀（現地での

総滞在期間は 2021年 10月時点で 48ヵ月

間）にわたるフィールドワークの知見から，

狩猟採集社会の子育てを再考している．本書

は子育て論であるが，なぜ著者は狩猟採集社

会の子育てに着眼したのだろうか．第 1章

でふれているように，著者は元々心理学を専

攻し，その後人類学に転向している．その過

程で，発達相談員の見習いとして乳幼児の発

* 帝京大学外国語学部
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達の診断や療育にたずさわった経験をもつ

（p. 2）．生態人類学は食物獲得活動と人口維

持活動をヒトの種の特徴として中核的な研究

テーマに据えている．子育てはまさにこの両

者をつなぎ，文化的体系の再生産・改変の仕

組みを理解可能にする（p. 13）．それゆえ，

著者は子育てに着目しているのである．ミク

ロの視点から子育てを論じつつ，その射程の

先には壮大なヒトの種の発達に関するマクロ

な視点があり，本書はこの 2つを見事に架

橋している．

著者の調査対象は南部アフリカの狩猟採集

民族サンである．現地での彼らの自称はジュ

ホアンであることから，本書でもジュホアン

としている．また，ジュホアンと近縁な集団

であるクンを著者が長年研究対象としている

ことから，ジュホアンと区別するためにクン

も用いられている．本書は主にナミビア北中

部のエコカで収集されたデータに基づく議論

である．以上をふまえ，以下では本書の章構

成にしたがい各章を概説し，その後評者の感

想を述べることにする．

第 1章 生業活動と子育て

第 2章 サンの文化・生態学的な多様性

第 3章 授乳

第 4章 ジムナスティック

第 5章 初期音声コミュニケーション

第 6章 子ども集団活動

第 7章 子育ての生態人類学再訪

第 1章の「生業活動と子育て」では，狩

猟採集民族の子育てに関する民族誌的資料の

議論と本書の理論的枠組みが紹介されてい

る．本書では膨大な量の民族誌的資料が紹介

されているが，なかでもメルビン・コナーと

パトリシア・ドレイパーによるジュホアンの

子育て論は，本書における検証材料のひとつ

になっている．本章は，狩猟採集社会の子育

てについて，本書を読み進めるうえで把握し

ておきたい重要な論点が体系的に整理されて

おり，後章の礎になっている．

第 2章の「サンの文化・生態学的な多様

性」では，著者が長年フィールドワークを実

施しているナミビア北中部の自然環境や歴史

的背景，サンの村の形成過程，フィールド

ワークの概要などが記されている．特に，狩

猟採集民族のクンがいかにして複合社会を成

立させたか，宣教団とのかかわりも含め，そ

の後のクンの生活スタイルや子育てに影響を

及ぼした諸要因が示されている．興味深いの

は，狩猟採集活動に基づく遊動生活を送って

いるジュホアンに対し，クンは定住性・集住

性が強く，農耕牧畜の要素を併せもつ生活ス

タイルに変容していることである（pp. 36–

43）．この違いが，次章以降で明らかにされ

る養育行動の異同につながっている点はおさ

えておきたい．

第 3章は「授乳」について，周密な参与

観察と精緻な分析からこれまでの定説に異論

を唱えており，刮目に値する．たとえば，授

乳が極めて私的な空間で行なわれる欧米や日

本と比べると，クンの授乳はずっと応答性と

公共性が高いとされる（p. 57）．また，クン

では広い年齢層で年長児が乳幼児のケアをす

る例が確認されているが，これはジュホアン
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ではみられず，狩猟採集民族でも異なる養育

文化が形成されていることを明らかにしてい

る（pp. 69–71）．さらに本章では，母子間で

形成されるジグリング（軽くゆする行為）と

吸てつについても定説を覆す内容が示されて

いる．乳児と養育者間の相互行為を微視的か

つ丁寧に観察することで論証している，得心

のいく章である．

第 4章は「ジムナスティック」について，

養育者―乳児間の相互行為が写真とともに詳

述されている．ジムナスティックとは「養育

者が乳児を膝の上で抱え上げ，立位を保持，

あるいは上下運動させる一連の行動」

（p. 111）を指す．本章では，ジムナスティッ

クを行なうと生後 2ヵ月経っても歩行反射

は消失しないことや，クンにおけるジムナス

ティックは歩行のための訓練よりもむしろ

「あやし」として機能していることなど，定

説とは異なる分析結果が示されている．ま

た，地球を俯瞰するとみえてくる気候と子育

ての関係性についてもふれており，大変興味

深い章である．

第 5章は「初期音声コミュニケーション」

について，乳児向けの発話とコミュニケー

ションがどのように乳児の間主観性の発達に

つながるのか論述している．たとえば，養育

者による乳児への特徴ある発話は，個体発生

的発達に対し言語習得に影響を及ぼすと考え

られてきたが，サンをはじめとする伝統社会

では，乳児期初期に言語習得を意図した動機

づけはみられない（p. 177）．また，養育者

が乳児に睡眠を促す意図で行なう子守唄も，

サンではほとんどみられない．むしろ，クン

の養育者による子守唄は遊戯性を備えてお

り，共同的音楽性により間主観性を発達させ

ていることが示唆されている（pp. 179–181）．

このような深い洞察は，初期音声コミュニ

ケーションに関する研究の再考を促すもので

あり，克明な観察と思索に基づく著者ならで

はの論考である．

第 6章は「子ども集団活動」について，

多面的に子どもを理解するうえで重要な観点

が数多提示されている．特に，子どもがどの

ように社会化していくのか考察している．た

とえば，現在のクンの子どもたちは 2歳児

頃から多年齢子ども集団に参加するようにな

り，この集団をとおして子どもたちは社会化

を達成していく（p. 219）．急速に変化する

現代社会において，著者は「子どもたちの社

会組織は，深層構造におけるレジリエンス

と，表層構造における柔軟性や可塑性によっ

て特徴づけられる」（p. 224）と分析してい

るが，その明晰さには舌を巻く．本章は，ヒ

トの種になぜ長いコドモ期が誕生したのかに

ついてもふれ，多面的で多角的な深い議論に

なっている．

第 7章は「子育ての生態人類学再訪」と

題し，第 1章でふれたレフ・セミョノヴィ

チ・ヴィゴツキーの発達に関するアプローチ

と関連づけながら，狩猟採集社会の子育て論

を再考している．本章は，ヒト，文化，自然

環境が相互に入り組み織り成す子育てのダイ

ナミズムとその諸相を総括したうえで，異な

る発達のアプローチに即し，ミクロとマクロ

の視座を統合させた論考になっている．広範

にわたるテーマを扱いつつ，ひとつひとつの
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議論は深い思考に裏打ちされており，読み応

えのある章になっている．

本書を通読した感想を述べたいと思う．本

書は，狩猟採集民族の子育てをとおして，ヒ

トの種がどのように自然と共存しつつ発達し

てきたのか，「ヒト本来の子育て」を，個体

発生的発達，文化―歴史的発達，系統発生的

発達から再考した大著である．膨大な民族誌

的資料をふまえつつ，自らのフィールドワー

クで得た豊富な知見に基づき，ひとつひとつ

の定説を複眼的に検証し喝破している本書

は，すべての章において読者を納得させるに

足りうるだけの論拠をもつ．数多の名著を上

梓している著者の主著に『相互行為の人類学

―「心」と「文化」が出会う場所』がある．

本書ともつうじる内容であり，そこには次の

ような記載がある．「行為はその文脈に埋め

込まれ，その場に状況づけられて生じるいっ

ぽうで，ある行為はその場を変化させ，それ

に続く行為のための文脈を構成する」［高田 

2019: 19］．正に本書でも第 3章から第 6章

でこの過程が示されてきた．

評者が疑問に思ったことのひとつは，本書

で示されたデータが 20年近く前のものを含

むため，急速に変化する現代社会において，

果たしてどの程度本書でふれた内容が今も不

変なのかである．たとえば，第 6章で幼稚

園プロジェクトが国際機関と政府により導入

されたが，結果的には子どもたちに馴染まず

機能しなかった事例が紹介されている

（pp. 201–203）．この状況は今も変わらない

のか，あるいはむしろ積極的な就学がみられ

るようになっているのか疑問に思った．

また，本書で示唆された共同的音楽性によ

る間主観性の発達は大変興味深い内容であ

る．トマセロ［2006］によれば，乳児は生

後 9ヵ月頃になると，他者を自分と同じよ

うな意図をもつ主体と理解するようになる

が，それは養育者（大人）とのコミュニケー

ションをとおして発達させるとされる．しか

し，著者が本書でも指摘しているように，ト

マセロの議論に養育者の多様性はみられな

い．これからすると，本書が指摘する養育者

の多様性や共同的な養育への着目は，従来普

遍とされてきた養育行動の定説に再考を促す

ものであり，重要な視点である．

本書は，著者による圧倒的な文献量をもと

に，克明に記録された膨大なフィールドワー

クのデータと，精緻で卓越した分析力のそれ

ぞれがパズルのピースとなり，壮大な絵図と

なって論じられている高著である．分野を跨

ぎ極めて体系化された理論に立脚した本書

は，狩猟採集社会の養育行動に関するこれま

での定説を喝破し，真正にせまる子育て論に

なっている．本書からは，現地の人びとに寄

り添い続けた著者の優しい眼差しと，現地に

対する敬愛が溢れんばかりに感じられる．本

書カバーの桃色と年長児に背負われた幼児の

表紙絵は，本書を絶妙に表顕し，数多挿入さ

れている写真とともに読者を惹きつけてい

る．ヒトの種はなぜ長いコドモ期を有するの

か，本書はこのシンプルな問いの裏側にある

偉大な人類の歴史と向き合っている．学問の

奥深さと飽くなき探究心に満ちた本書が，ひ

とりでも多くの読者に届くことを願ってやま

ない．是非ご覧いただきたい．
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